
　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
東
北
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
っ
て
い

る
。
文
字
通
り
新
技
術
で
、
付
加
価
値
を
高
め
た
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

で
新
事
業
を
起
こ
す
企
業
、
中
小
企
業
同
士
の
協
業
で
販
路
を
切
り
開
こ
う
と
い
う
取

り
組
み
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
。
復
旧
に
と
ど
ま
ら
ず
、
新
し
い
産
業
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
に
挑
戦
す
る
現
場
を
取
材
し
た
。

アスコが開発した小型無人航空機は人が近づ
けない危険箇所などの現場調査で活躍する

これまでの造船所のイメージをがらりと変える…
気仙沼造船団地協同組合は共同受注団地を目指す

新
し
い
養
殖
・
冷
凍
技
術
広
が
る
Ｊ
Ｓ
Ｔ
が
後
押
し
宮
城
・
名
取
市
、
石
巻
市
｜

気仙沼鹿折加工協同組合に加盟する気仙沼ほて
いの工場は「ふかひれスープ」の生産に忙しい

木の屋石巻水産美里工場（宮城県美里町）は
水産加工メーカーと思われないような外観を
目指したが、中はれっきとした加工場だ

共
助
の
思
想
、
芽
生
え
る
１
７
社
で
造
船
団
地
宮
城
・
気
仙
沼
市
｜

東
北
産
業
界
復
興
特
集
２
０
１
３

新たなイノベーション

水産加工でも団地整備協業の効果、生まれる

　
震
災
で
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
岩
手
、
宮
城
、
福
島
３

県
の
各
中
小
企
業
団
体
中
央

会
に
よ
る
と
、

年
度
に
設

立
さ
れ
た
協
同
組
合
と
企
業

組
合
は
３
県
合
計
で

団
体

で
、
震
災
前
の

年
度
に
比

べ
て
３
・
７
倍
に
増
え
た
。

単
独
で
は
な
く

共
助
の
思

想

で
新
製
品
を
開
発
し
、

新
市
場
を
開
拓
し
よ
う
と
い

う
機
運
が
高
ま
っ
た
証
だ
。

　
「
こ
れ
か
ら
の
気
仙
沼
を

担
う
子
供
た
ち
に
モ
ノ
づ
く

り
の
面
白
さ
、
大
人
た
ち
の

働
く
背
中
を
み
せ
た
い
。
そ

し
て
そ
の
子
た
ち
に
格
好
良

い
と
思
っ
て
も
ら
え
た
ら
、

そ
こ
が
復
興
だ
」
―
。

　
気
仙
沼
造
船
団
地
協
同
組

合
の
木
戸
浦
健
歓
理
事
長

木
戸
浦
造
船
専
務

は
、

こ
う
意
気
込
む
。
気
仙
沼
市

内
の
造
船
会
社
と
鉄
工
所
、

エ
ン
ジ
ン
整
備
、
内
装
、
電

気
工
事
、
冷
凍
機
、
塗
装
な

ど
漁
船
造
船
に
関
係
す
る
企

業
が
一
カ
所
に
集
約
し
て
団

地
を
造
る
構
想
だ
。
関
連
企

業

社
が
加
盟
し
、
４
月
に

発
足
し
た
。

　
「
シ
ッ
プ
リ
フ
ト
方
式
」

と
い
う
最
新
の
造
船
設
備
を

導
入
し
、
新
規
建
造
・
修
理

な
ど
の
共
同
受
注
を
目
指
す

計
画
だ
。
こ
の
方
式
は
長
さ

超
の
船
舶
を
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
よ
う
な
船
台
で
海
か

ら
垂
直
に
引
き
上
げ
て
、
地

上
の
作
業
台
に
水
平
移
動
さ

せ
る
。
船
の
受
け
入
れ
口
は

一
つ
で
、
幅
は
約

で
済

む
。
山
が
海
に
迫
り
、
平
ら

な
土
地
が
少
な
い
リ
ア
ス
式

海
岸
に
は
う
っ
て
つ
け
の
設

備
だ
。
粉
じ
ん
対
策
や
排
水

管
理
も
容
易
に
な
り
、
環
境

に
配
慮
し
た
ク
リ
ー
ン
な
造

船
所
に
生
ま
れ
変
わ
る
。

　
団
地
の
建
設
着
工
に
こ
ぎ

着
け
る
に
は
乗
り
越
え
る
べ

き
課
題
も
多
い
。
だ
が
、
す

で
に
組
合
設
立
の
効
果
も
出

て
き
た
。
海
外
の
船
主
か
ら

多
目
的
船
を
造
っ
て
く
れ
な

い
か
と
い
う
打
診
が
来
た
。

木
戸
浦
理
事
長
は
「
組
合
の

仕
事
と
し
て
ぜ
ひ
受
注
し
た

い
案
件
だ
。
今
後
は
加
盟
企

業
の
力
を
結
集
し
て
海
洋
構

造
物
な
ど
の
試
作
品
に
も
挑

戦
し
た
い
」
と
話
す
。

　

年
７
月
に
宮
城
県
気
仙

沼
市
鹿
折
地
区
に
あ
る
水
産

加
工
メ
ー
カ
ー

社
が
立
ち

上
げ
た
「
気
仙
沼
鹿
折
加
工

協
同
組
合
」
も
一
歩
ず
つ
前

進
し
て
い
る
。
造
船
団
地
組

合
と
同
様
に
水
産
加
工
団
地

を
整
備
し
、
こ
れ
ま
で
個
々

の
企
業
が
行
っ
て
き
た
商
品

開
発
や
製
造
、
販
売
な
ど
を

共
同
で
行
う
。
総
合
商
社
や

大
手
流
通
の
協
力
も
取
り
付

け
て
、
「
気
仙
沼
鹿
折
ブ
ラ

ン
ド
」
の
確
立
に
向
け
て
全

力
疾
走
中
だ
。

　
６
月

日
、
鹿
折
加
工
組

合
の
水
産
加
工
品
が
三
井
物

産
の
株
主
総
会
で
、
約
３
２

０
０
人
の
株
主
に
手
渡
さ
れ

た
。
ふ
か
ひ
れ
ス
ー
プ
と
ふ

か
ひ
れ
茶
碗
蒸
し
の
素
、
と

ろ
ろ
昆
布
、
カ
ッ
ト
わ
か

め
、
カ
ツ
オ
の
ふ
り
か
け
の

５
点
セ
ッ
ト
。
組
合
と
し
て

は
初
の
大
型
受
注
だ
っ
た
。

　
三
井
物
産
の
飯
島
彰
己
社

長
は
「
販
路
の
再
構
築
、
共

同
利
用
施
設
に
よ
る
コ
ス
ト

低
減
の
提
案
な
ど
を
支
援
し

て
い
る
。
組
合
の
商
品
や
活

動
を
広
く
認
知
し
て
ほ
し
か

っ
た
」
と
話
す
。

　
売
上
高
は
組
合
に
５
％
の

ブ
ラ
ン
ド
使
用
料
を
支
払
っ

た
上
で
、
加
盟
企
業
に
分
配

さ
れ
る
。
川
村
賢
壽
理
事
長

か
わ
む
ら
社
長

は
「
組

合
で
受
注
し
、
各
社
に
仕
事

を
割
り
振
る
。
組
合
が
う
ま

く
機
能
す
る
こ
と
で
、
加
盟

企
業
の
業
績
が
向
上
す
る
好

循
環
を
作
り
た
い
」
と
意
気

込
む
。

　
約

億
―

億
円
を
投
じ

て
事
務
所
や
地
下
水
の
給
水

施
設
、
排
水
処
理
施
設
、
超

低
温
冷
蔵
庫
、
圧
縮
空
気
設

備
、
自
家
発
電
設
備
な
ど
を

整
備
し
、
コ
ス
ト
圧
縮
を
図

る
狙
い
だ
。
団
地
の
着
工
に

は
ま
だ
時
間
が
か
か
る
た

め
、
「
組
合
の
存
在
意
義
を

み
ん
な
が
感
じ
ら
れ
る
カ
タ

チ
を
つ
く
る
こ
と
が
大
事

だ
」
と
川
村
理
事
長
は
繰
り

返
す
。

　
「
み
ん
な
、
津
波
で
流
さ

れ
て
何
も
か
も
な
く
な
っ

た
。
だ
か
ら
何
が
何
で
も
生

き
残
る
ん
だ
」

　
復
興
に
向
け
た
強
い
意
志

は
、
震
災
か
ら
２
年
３
カ
月

た
っ
た
今
も
変
わ
ら
な
い
。

　
ア
カ
ガ
イ
の
水
揚
げ
量
日

本
一
を
誇
っ
て
い
た
宮
城
県

名
取
市
閖
上
地
区
は
震
災
で

大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
こ

の
ア
カ
ガ
イ
を
陸
上
養
殖
と

い
う
新
し
い
手
法
で
、
よ
み

が
え
ら
せ
よ
う
と
い
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た
。

　
最
新
の
科
学
技
術
を
使
っ

た
復
興
を
後
押
し
す
る
科
学

技
術
振
興
機
構

Ｊ
Ｓ
Ｔ

の
事
業
の
一
環
。
人
工
的
な

稚
貝
生
産
、
漁
場
へ
の
放

流
、
陸
上
養
殖
技
術
な
ど
閖

上
ア
カ
ガ
イ
の
再
生
に
向
け

た
複
合
的
な
シ
ス
テ
ム
を
開

発
す
る
計
画
だ
。
地
元
の
漁

業
協
同
組
合
の
協
力
に
加
え

て
、
東
北
大
学
や
宮
城
大

学
、
中
国
海
洋
大
学
、
養
殖

プ
ラ
ン
ト
に
定
評
が
あ
る
晃

和
工
業

宮
城
県
石
巻

市

、
東
経
連
ビ
ジ
ネ
ス
セ

ン
タ
ー
が
連
携
し
て
取
り
組

む
。
ア
カ
ガ
イ
だ
け
で
な

く
、
ア
ワ
ビ
や
ナ
マ
コ
の
飼

育
に
も
応
用
で
き
る
汎
用
性

の
高
い
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を

目
指
す
。

　
飼
料
原
料
を
製
造
す
る
石

巻
魚
糧
工
業

宮
城
県
石
巻

市

も
陸
上
養
殖
に
取
り
組

む
。
中
華
料
理
の
高
級
食
材

と
し
て
知
ら
れ
る
ナ
マ
コ
、

ア
ワ
ビ
で
、
乾
燥
さ
せ
た
も

の
を
中
国
へ
の
輸
出
を
目
指

す
。

　
乾
燥
ナ
マ
コ
は
高
い
も
の

だ
と
、
１

あ
た
り
８
万

円
以
上
で
取
引
さ
れ
る
。
Ｊ

Ｓ
Ｔ
の
支
援
を
受
け
た
事
業

で
、
閖
上
地
区
の
ア
カ
ガ
イ

よ
り
も
先
に
ス
タ
ー
ト
を
切

っ
た
。

　
倉
庫
の
片
隅
に
据
え
ら
れ

た
水
槽
の
中
に
は
小
さ
な
ナ

マ
コ
と
ア
ワ
ビ
が
飼
育
さ
れ

て
い
る
。
稲
井
幹
男
社
長
は

「
今
は
エ
サ
を
開
発
し
て
い

る
段
階
。
ま
だ
ま
だ
ど
う
な

る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
今
は

挑
戦
し
続
け
る
だ
け
だ
」
と

話
す
。
同
社
は
弘
前
大
学
の

渋
谷
長
生
教
授
な
ど
と
一
緒

に
養
殖
技
術
を
確
立
し
、
新

た
な
収
益
源
に
育
て
た
い
考

え
だ
。

　
三
養
水
産

宮
城
県
石
巻

市

は
カ
キ
の
鮮
度
や
食

感
、
食
味
を
保
っ
た
ま
ま
冷

凍
・
解
凍
で
き
る
「
生
食
用

冷
凍
ハ
ー
フ
シ
ェ
ル
オ
イ
ス

タ
ー
」
を
震
災
か
ら
３
カ
月

後
の

年
６
月
に
復
活
さ
せ

た
。
震
災
で
工
場
は
被
災
し

た
上
に
カ
キ
養
殖
も
壊
滅
的

な
打
撃
を
受
け
た
が
、
独
自

の
技
術
を
高
く
評
価
し
た
全

国
展
開
の
オ
イ
ス
タ
ー
バ
ー

企
業
と
の
取
引
に
も
つ
な
が

る
例
も
出
て
き
た
。

　
一
方
、
交
流
電
場
を
使

い
、
水
産
物
の
鮮
度
保
持
や

触
感
を
失
わ
な
い
解
凍
技

術
、
低
温
技
術
を
応
用
し
て

新
し
い
鮮
魚
用
凍
結
機
、
凍

結
魚
の
高
品
位
化
な
ど
大
学

や
研
究
機
関
が
蓄
え
た
技
術

を
応
用
し
な
が
ら
、
復
興
を

果
た
そ
う
と
い
う
企
業
が
着

実
に
増
え
て
き
た
。
Ｊ
Ｓ
Ｔ

復
興
促
進
セ
ン
タ
ー
仙
台
事

務
所
の
櫻
間
宣
行
事
務
局
長

は
「
科
学
技
術
を
使
っ
て
新

し
い
挑
戦
を
続
け
る
企
業
の

動
き
は
心
強
い
。
今
後
と
も

し
っ
か
り
と
支
援
し
て
い
き

た
い
」
と
話
す
。

（ ） 【広告特集】 ２０１３年 平成２５年 ６月２８日 金曜日 　　


